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発
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小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
は
、小

平
市
・
東
大
和
市
・
武
蔵
村
山
市
、３

市
の
市
民
生
活
か
ら
出
る
ご
み
を
処

理
す
る
清
掃
工
場
を
、管
理
運
営
す

る
一
部
事
務
組
合（
特
別
地
方
公
共

団
体
）で
す
。

　

今
年
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
、記
録

的
な
大
雪
で
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。衛
生

組
合
周
辺
で
も
３
回
ほ
ど
の
降
雪
が
あ
り
、

ご
み
収
集
車
が
追
突
や
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、通
路
の
除
雪
を
行
い
ま
し

た
。去
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き「
暑
く
て
大
変

だ
」と
言
っ
て
い
た
の
に
、冬
に
な
れ
ば「
寒

い
」と
か
、雪
が
降
れ
ば「
交
通
網
が
マ
ヒ
し

て
大
変
だ
」と
言
う
身
勝
手
な
自
分
が
い
ま

す
。

　

東
京
に
降
る
雪
は
ご
く
わ
ず
か
で
、積

も
っ
て
も
子
供
の
遊
び
道
具
に
な
る
程
度
、

早
く
解
け
て
く
れ
る
の
を
待
つ
だ
け
で
す
。

し
か
し
、新
潟
県
の
豪
雪
地
方
で
は
、こ
の
迷

惑
な
雪
を［
雪
室（
ゆ
き
む
ろ
）］と
い
っ
て
、

天
然
冷
蔵
庫
と
し
て
有
効
に
利
用
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。ま
た
最
近
は
、雪
や
冷
た

い
外
気
を
使
っ
て
凍
ら
せ
た
氷
を
保
管
し
、

冷
熱
が
必
要
と
な
る
時
季
に
利
用
す
る『
氷

雪
熱
利
用
』と
い
う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

技
術
が
開
発
さ
れ
、北
海
道
を
中
心
に
普
及

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

東
京
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
の

「
雪
は
積
も
る
と
大
変
な
も
の
」と
い
う
捉
え

方
は
、雪
の
一
面
し
か
見
て
い
な
い
の
で

し
ょ
う
。し
か
し
一
方
で
は
、豪
雪
地
方
の

方
々
に
は
お
叱
り
を
受
け
る
か
と
思
い
ま
す

が
、こ
の
迷
惑
な
雪
も
解
け
れ
ば
貴
重
な
水

資
源
に
も
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、冬
場
に
は「
節
電
」が
声
高
に

聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。暖
房
の
熱
源

に
は
灯
油
や
ガ
ス
が
使
用
で
き
、夏
場
よ
り

消
費
電
力
量
が
少
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

我
が
家
で
は
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、朝
ま
だ
子
供
が
寝
て
い
る
時
間
帯
に
は

重
ね
着
を
し
て
暖
房
を
止
め
て
お
く
な
ど
、

こ
の
冬
は
無
理
の
な
い
程
度
の
節
電
を
心
が

け
ま
し
た
。昨
年
の
計
画
停
電
時
の
不
便
さ

を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。エ
ネ
ル
ギ
ー

の
こ
と
、資
源
の
こ
と
、そ
し
て
節
電
の
こ

と
、改
め
て
考
え
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題
　写真は、武蔵村山市立野山北公園に咲いている「カタクリ」
の花です。例年３月下旬から４月上旬に見ごろを迎え、約２
万株の群生をお楽しみいただけます。
　また、この季節は、周辺の山の桜も咲きだし、市立野山北
公園は１年で一番美しい季節を迎えます。近くには、「あそ
びの森」や「冒険の森」（都立野山北・六道山公園）があり、
ご家族そろって丸１日楽しめます。
　ぜひ、カタクリの花に会いに来てください。
　なお、市立野山北公園への行き方については、武蔵村山市
役所秘書広報課☎０４２－５６５－１１１１（内線３１４）
におたずねください。

　「環境」と「地域交流」を基調に「つなげよう資源の輪　広げよう地域の和」
をテーマにしたイベント「えんとつフェスティバル2011」が昨年の10月８
日（土）に開催されました。
　今年度は、朝から澄み切った秋の空となり、たくさんの方々にご来場いた
だき、おかげさまで盛況のうちに終了することができました。
　当日は、フリーマーケットやごみ収集体験などが行われ、特に模擬店や舞
台では、初めての試みもいくつかあり、来場者のみなさま方に好評でした。

昨年の夏期の電力不足への
対応結果について
　東日本大震災に伴う電力不足への対応のため、昨年の夏、衛生組合
は、契約電力500kw以上の大口需用家として、電力使用制限を受けま
した。この夏期電力使用制限は、7月1日から9月9日までの期間、ピー
ク時間帯（9時〜20時）の1時間当たりの使用電力の最大値について、
対前年度比85％を上限（削減率15％）とするもので、衛生組合では、
3炉ある焼却炉の内、主力の3号炉（150トン／日）の運転を停止、4号
炉及び5号炉（105トン／日×2炉）でごみ処理を行うなど、大規模な
節電対策を行いました。また、期間中、処理能力が低下することから、
3市市民の皆さんには、ごみを出さない生活の工夫など、ごみの減量
をお願いしました。
　これらの対策の結果、ごみの処理が滞ることなく、ピーク時におい
ても対前年度比23％以上の電力削減をすることができました。
　衛生組合では、現在も設備の運用改善、照明や空調などの節電に努
めています。引き続き、ごみの減量にもご協力をお願いします。

お知らせ
　連絡協議会の会議録を中心とした、広報「えんとつ」地域版
を3月下旬に発行します。
　ご希望の方は、衛生組合　計画課（☎042－341－4345）
までご連絡ください。

　毎年好評となってい
る「ゆず湯」を平成23
年度も実施しました。
期間は12月23日から
25日までの3日間。寒
さが身にしみる季節、
足元から冷えた体を温
め、大勢の利用者の皆
さんに喜んでいただき
ました。

広報「えんとつ」（全域版）は、平成10年2月に創刊
号を発行して以来、今回で第30号を発行する運び
となりました。
これまでの表紙は、衛生組合のシンボルでもある
「えんとつ」の写真を掲載してきましたが、今回、
第30号の発行に当たり、昨年の「えんとつフェス
ティバル」で、武蔵野美術大学の学生さんに子供
たちの見本として描いていただいた「えんとつ」
の絵を採用しました。

ゆず湯で足元あたたか

《No.30主な内容》
・「ごみ」処理の現場から
　〜これが焼却灰？〜
・�平成24年度一般会計予算及び
平成22年度一般会計決算

早春の野山に咲き乱れるこの花の名前は？

小平・村山・大和衛生組合小平・村山・大和衛生組合

30

みなさんの清掃工場を見学してみませんか

■見学実績（平成23年４月～平成24年１月）

小平市 武蔵村山市 東大和市 その他 合　計

人数 団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数 団体数

小学生 882 11 382 4 741 8 － － 2,005 23

一　般 51 14 59 9 42 10 81 2 233 35

合　計 933 25 441 13 783 18 81 2 2,238 58

　衛生組合では３市から収集された可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみを処理してい
ますが、その量は１日当たり201t（平成22年度）にもなります。
　各家庭から出されたごみはその後どのように処理されていくのか、ごみの減量・
分別がなぜ大切なのかなど、清掃工場を見学しながら学んでみませんか？
○通常の見学コースの所要時間は90分程度です。
○見学できる日は、火・水・金曜日（祝日・年末・年始を除く）です。
○�見学には事前予約が必要です。申込は10人以上でお願いします。（10人未満の
場合は要相談）

【見学申込先】　総務課　（☎０４２－３４１－４３４５）

みなさんの清掃工場を見学してみませんか
武蔵村山市まちの 話題まちの

組織市

東大和市

小  平  市

武蔵村山市

★★

小平・村山・大和衛生組合は、3市の
ごみを処理している清掃工場です。
小平・村山・大和衛生組合は、3市の
ごみを処理している清掃工場です。

組織市
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○ごみの減量や出し方について…小平市ごみ減量対策課　☎042−346−9535（直通）／東大和市環境課　☎042−563−2111（代表）／武蔵村山市環境課　☎042−565−1111（代表）　　○ごみ処理施設の見学や質問について…小平・村山・大和衛生組合　☎042−341−4345

小平・村山･大和衛生組合議会情報

厄介な
鉄くず

平成23年度情報公開の状況

焼却灰等の放射性物質濃度及び空間放射線量の測定結果

平成23年11月定例会（11月22日開催）
議案番号 内　　容 議決結果

議案第８号 平成22年度小平・村山・大和衛生組合一般
会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第９号 平成23年度小平・村山・大和衛生組合一般
会計補正予算（第１号） 原案可決

平成24年2月定例会（2月17日開催）
議案番号 内　　容 議決結果

議案第１号 小平・村山・大和衛生組合監査委員の選任に
つき同意を求めることについて 同意

議案第２号
小平・村山・大和衛生組合非常勤の職員の公
務災害補償等に関する条例の一部を改正する
条例

原案可決

議案第３号 小平・村山・大和衛生組合職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第４号 平成23年度小平･村山･大和衛生組合一般会
計補正予算（第２号） 原案可決

議案第５号 平成24年度における小平･村山･大和衛生組
合を組織する市の分担金額について 原案可決

議案第６号 平成24年度小平・村山・大和衛生組合一般
会計予算 原案可決

議案第７号

東京都市町村議会議員公務災害補償等組合を
組織する地方公共団体の数の増加及び東京都
市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変
更について

原案可決

なお、会議録につきましては、作成次第、衛生組合のホームページに掲載しています。

　情報公開制度は、すべての人に
衛生組合が保有する文書等の情報
の公開を求める権利を保障するも
のです。
情報公開を希望される方は、総務
課（４・５号ごみ焼却施設３階組
合事務所）にて公開の請求手続き
を行ってください。
　平成23年度の公開状況は右のと
おりです。

分別ルールは約束事
　私たちは、資源やごみの排出者と
して、ごみの収集、運搬、処理、処
分の過程（ごみ処理システム）で、
破砕、選別、焼却、エコセメント化
など多くの技術を利用して効率的な
ごみ処理をし、その過程で電力をは
じめとするエネルギーや貴重な資源を消費しています。
　ごみの排出区分、排出方法などの分別ルールは、処理施設であ
る衛生組合と3市市民の約束です。このルールがごみ処理システム
の設計や処理施設の維持管理の基本となっています。
　お住まいの市の分別ルールを確認してください。「ちょっとうっ
かり」「このくらいなら」と混ぜられた鉄くずなどは、ごみ処理シ
ステムのトラブルの原因、無駄なエネルギーや資源の消費につな
がってしまいます。

3市の「可燃ごみ」
　「可燃ごみ」は、私たちの家庭から、「燃
えるごみ（小平市・東大和市）」、「燃やせ
るごみ（武蔵村山市）」として排出され、
衛生組合に運ばれます。「可燃ごみ」は、
その名前のとおり、調理くずや食べ残しな
どの厨芥、草や木、汚れて資源化できない
紙やプラスチックなど、燃える、燃やせる
ごみの分別区分です。
　平成22年度に3市から搬入されたごみは
7万4千トン、そのうち可燃ごみは、6万4
千トン（ごみ全体の86％）でした。
　なお、缶やビンなどの資源は、それぞれ
の市で処理されていますので、衛生組合に
は搬入されないことになっています。

可燃ごみの処理
　可燃ごみは、粗
大ごみ及び不燃ご
みを破砕・選別し
た後の可燃物とと
もに混ぜ合わせ、
ごみ焼却施設で燃

やされます。平成22年度は7万2千500トンを焼却しました。
　食べ残しなどに混じりスプーンやフォーク、汚れた紙に包んでおいたハ
サミや空き缶など、ちょっとうっかりというものもあるでしょう。しかし、
こんなにたくさんの資源ごみが含まれ、中にはどうしてこれが可燃ごみの
中に入れられたのか理解できないものもあります。

焼却灰の選別
　毎日排出される大量の焼却灰には、金属
くずが含まれているため、そのままではエ
コセメント化施設への搬入はできません。
　衛生組合では、平成11年度に灰選別機を
設置し、平成15年度からはこれに加えて手
選別ラインを増設、人力による徹底した金
属類の選別・除去作業を行っています。
その量は、年間1千100トン、焼却灰
の中には11％以上もの金属類が含ま
れています。
　また、大型の金属、針金状の金属く
ずは、焼却炉や選別装置への巻き込み
や噛み込みなど、故障の原因ともなっ
ています。

　衛生組合では、「主灰、飛灰、排ガス」の放射性物質濃度と敷地境界「東西南北４ヵ所」における空間放射線量の測定を定期的に実施しています。
　測定結果は、ホームページでもご覧になれます。

※1　主灰は、焼却炉の灰出設備から排出される灰
※2　飛灰は、焼却炉の集じん器（バグフィルター）で捕集された灰
※3　�主灰・飛灰の数値は、「放射性セシウム134」「放射性セシウム137」の合計

値「放射性ヨウ素131」については不検出（国が示す埋立処分を可能とする
放射性物質の暫定基準値は8,000Bq／Kg以下）

※4　�排ガスは、「放射性ヨウ素131」「放射性セシウム134」「放射性セシウム137」のいずれも不検出
なお、採取日が異なるため、ホームページで確認して下さい

平成24年度の主な事業
・ごみ焼却施設ストーカ駆動装置補修工事
・ごみ焼却施設ごみピット投入扉更新工事
・ごみ焼却施設ガス冷却灰排出設備工事
・ごみ焼却施設№1クレーンバケット更新工事

	 歳　　入	 1,608,803,889円
決算額	 歳　　出	 1,563,264,054円
	 差引残額	 45,539,835円

平成22年度の主な事業
・ごみ焼却施設のガス冷却室耐火物補修工事
・ごみ焼却施設の集じん器保温対策工事

平成22年度一般会計決算（概要）

平成24年度予算総額
計1,560,000千円

平成24年度予算総額
計1,560,000千円

【歳　入】

【歳　出】

小平市分担金
714,199千円（約46%）

東大和市分担金
343,683千円（約22%）

総務費（人件費など）
418,688千円（約27％）

塵芥処理場費（ごみ処理費用に係る経費）
956,499千円（約61%）

公債費（借入金の返済）
161,817千円（約10％）

武蔵村山市分担金
312,118千円（約20％）

議会費・予備費
22,996千円（約2%）

繰入金など
190,000千円（約12%）

■放射性物質測定結果	 （単位　主灰・飛灰：Bq／Kg、排ガス：Bq／㎥）

採取日 主灰 飛灰 排ガス
平成23年８月25日 159 1,022 不検出
平成23年９月14日 177 1,482 不検出
平成23年10月13日 179 1,377 不検出
平成23年11月14日 135 1,002 不検出
平成23年12月14日 148 1,408 不検出
平成24年１月16日 71 720 不検出
平成24年２月14日 56 779 不検出

■空間放射線量	測定結果（地上高さ1m	、3回測定の平均値）	 （単位　μSv／h）

測定日 東 西 南 北
平成23年８月25日 0.078 0.081 0.061 0.075
平成23年９月14日 0.083 0.084 0.067 0.069
平成23年10月13日 0.076 0.086 0.065 0.078
平成23年11月14日 0.074 0.076 0.060 0.068
平成23年12月14日 0.068 0.076 0.066 0.073
平成24年１月５日 0.073 0.078 0.066 0.076
平成24年１月12日 0.076 0.082 0.063 0.067
平成24年１月16日 0.087 0.086 0.066 0.079
平成24年１月23日 0.076 0.091 0.066 0.075
平成24年１月30日 0.075 0.070 0.052 0.073
平成24年２月14日 0.075 0.076 0.063 0.080

これが焼却灰？
　左の写真は、焼却灰の中から取
り除いた鉄くずの山です。
　ごみを焼却した後に発生する
焼却灰は、日の出町にある東京た
ま広域資源循環組合に運び込み、
「エコセメント」に加工され、土
木・建築資材などとして再び利用
されます。しかし、衛生組合から
発生する焼却灰は、そのまま資源
循環組合に運ぶことができませ
ん。その理由は、資源化すること
のできる金属類が多く含まれて
いるためです。

アルミくず

�アルミが溶けるのは660℃、ごみ焼却炉
には適度な燃焼用空気を送り込みますが、
この部分に溶けたアルミが詰まります。

ガラスくず

�ガラスは700℃程度からやわらかくな
り、焼却灰を取り込んで焼却炉内に付着
（「クリンカ」と呼ばれます）し、炉の容
積を狭め、焼却能力を低下させます。

　可燃ごみは、900℃前後で燃やされます。高温とす
ることでごみは衛生的な灰となり、重さも１/8とする
ことができます。また、ダイオキシン類を分解し、発生
を抑制することもできます。しかし、逆に高温となるこ
とで、焼却炉の安定運転に支障をきたすものもあります。

　ほんの少しの量でも、大量に処理している施設では、燃焼用
空気を送るためにアルミ清掃や、炉内のごみのつまりを防ぐた
めにクリンカ清掃が、定期的に必要になっています。

困 っ て い ま す ！
こんな
ものにも

環境大気のダイオキシン類の測定結果
　衛生組合では、立川市清掃工場と連携して、清掃工場周辺の
大気中のダイオキシン類濃度の測定を、夏季と冬季の年2回実
施しています。平成23年度夏季分は、平成23年8月10日から8
月17日の間、連続で試料を採取しました。

（単位 :pg-TEQ/ ㎥）

測定地点 大気環境
基準

測定結果
平成23年度
（夏季分)

平成22年度
（夏・冬平均）

衛生組合測定
東大和市立第二小学校

0.6
以下

0.022 0.035
小平市立中島地域センター 0.024 0.031
小平市立上水新町地域センター 0.017 0.033

立川市清掃工場測定

立川市立けやき台小学校 0.022 0.035
立川市立立川第四中学校 0.021 0.032
立川市立若葉小学校 0.021 0.028
立川市若葉児童館 0.016 0.037

（注）大気環境基準は、ダイオキシン類対策特別措置法に基づく、大気の汚染に係る環境基準です。

期間：平成23年４月１日～平成24年１月31日

請 求 件数 ４件
公 開 １件
一部公開 ３件
非 公 開 ０件
不 存 在 ０件
公 開 率 ＊ 100％
＊公開率＝（公開＋一部公開）÷（請求－不存在）

平成24年度一般会計予算（概要）


